
緒　　　言

　広島県では，平成９年度から大気中における有害大気
汚染物質の実態把握及び発生源対策の基礎資料を得るた
めに，有害大気汚染物質モニタリング事業を実施してい
る．本事業では，優先取組物質として，毎年県内の５～
６地点の大気中の揮発性有機化合物，アルデヒド類，金
属類，水銀，酸化エチレン及びベンゾ[a]ピレンを測定
している．
　優先取組物質の測定結果については，これまでに広島
県内の大気中の金属類，アルデヒド類について調査した
結果を報告している［１，２］．今回は，大気中の酸化
エチレン及びベンゾ[a]ピレンの濃度について，測定地
点である東広島市，大竹市及び三原市における直近10年
間（平成23年度から令和２年度）の測定データから，年
平均濃度及び月別濃度の調査結果を報告する．

方　　　法

１　調査地点及び年度
　調査は広島県内設置の環境大気測定局で実施した．調
査地点を図１に，調査地点の分類を表１に示す．酸化エ
チレンは，東広島市の西条小学校（東広島局）及び大竹
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資　料

市の油見公園（大竹局）で，ベンゾ[a]ピレンは，東広島局，
大竹局及び三原市の宮沖町（三原局）で，調査を実施し
た．調査地点の分類は，有害大気汚染物質モニタリング
指針［３］に準じて選定している．
　調査年度は平成23年度から令和２年度までである．な
お，大竹局は有害大気汚染物質モニタリング地点選定ガ
イドライン［４］により，新たに全国標準監視地点となっ
たことから，平成27年度よりベンゾ[a]ピレンの一般環
境局として追加された．
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図１　調査地点
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平成23年度～令和元年度の有害大気汚染物質モニタリン
グ調査結果報告［６］を参照した．期間中の年平均値は，
概ね全国平均値と同程度か低い水準で推移しており，漸
減傾向が見られた．発生源周辺である大竹局が30％程度
高濃度の傾向にあるが，東広島局と大竹局は類似の変動
を示した（図２）．
　平成27年度には年平均値が0.1µg/m3付近であり，全
国平均値より高い値を示した．これは，東広島局で６月
に0.56µg/m3，大竹局で５～７月に0.13～0.24µg/m3と，
比較的高濃度であったため，年平均値が引き上げられた
ものである．
　月別平均値を図３に示す．年平均値同様に，発生源周
辺である大竹局の方がやや高い値であった．また，夏期
に高く冬期に低い傾向が見られた．東広島局の６月が高
い値を示したのは，先述の平成27年度の高濃度による．

（２）平成27年度の高濃度について
　全国平均値を上回った平成27年度の前後について，広
島県内の他自治体が実施している同様の調査結果の推移
を図４に示す．データは平成25～29年度の調査結果［６］

２　測定方法
　試料採取，前処理及び機器測定は，有害大気汚染物質
測定方法マニュアル［５］に従って実施した．試料採取は，
毎月１回（年12回），24時間とし，酸化エチレンは固相
捕集－溶媒抽出－ガスクロマトグラフ質量分析法，ベン
ゾ[a]ピレンはフィルタ捕集－高速液体クロマトグラフ
法により実施した．

結果及び考察

１　酸化エチレン
（１）濃度推移の傾向
　各地点における大気中の酸化エチレン濃度の年平均
値，最小値，最大値を表２に示す．全国平均値については，

表１　調査地点の分類

東広島局 大竹局 三原局

酸化エチレン 一般環境
固定発生源

周辺
－

ベンゾ[a]ピレン 一般環境
一般環境

（平成27年度～）
沿道

表２　各地点における酸化エチレン濃度
（µg/m3）

年度
東広島局

（一般環境）
大竹局

（固定発生源周辺）
全国平均値

全体
分類ごと

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値 一般環境 発生源 沿道
Ｈ23 0.071 （ 0.047 ～ 0.10 ） 0.094 （ 0.033 ～ 0.16 ） 0.094 0.084 0.12 0.10
Ｈ24 0.063 （ 0.021 ～ 0.12 ） 0.082 （ 0.020 ～ 0.23 ） 0.090 0.079 0.13 0.091
Ｈ25 0.024 （ 0.0077 ～ 0.052 ） 0.037 （ 0.010 ～ 0.12 ） 0.085 0.078 0.11 0.084
Ｈ26 0.038 （ 0.010 ～ 0.070 ） 0.045 （ 0.012 ～ 0.094 ） 0.083 0.078 0.14 0.078
Ｈ27 0.10 （ 0.014 ～ 0.56 ） 0.10 （ 0.016 ～ 0.24 ） 0.083 0.080 0.11 0.077
Ｈ28 0.052 （ 0.023 ～ 0.078 ） 0.052 （ 0.017 ～ 0.13 ） 0.071 0.067 0.12 0.068
Ｈ29 0.031 （ 0.010 ～ 0.054 ） 0.042 （ 0.0090 ～ 0.072 ） 0.081 0.080 0.12 0.068
Ｈ30 0.031 （ 0.012 ～ 0.092 ） 0.041 （ 0.018 ～ 0.065 ） 0.079 0.069 0.18 0.080
Ｒ１ 0.013 （ 0.0028 ～ 0.026 ） 0.021 （ 0.0046 ～ 0.048 ） 0.078 0.070 0.17 0.076
Ｒ２ 0.037 （ 0.0049 ～ 0.058 ） 0.053 （ 0.021 ～ 0.11 ） － － － －
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図２　年平均値の推移（酸化エチレン）
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局，大竹局と同様，平成27年度に平年より高濃度となっ
ており，呉市，福山市ではこの傾向は見られなかった．
なお，発生源周辺，沿道の分類ではあるが，広島市南区
の２地点（楠那中学校，比治山測定局）でも高濃度の傾
向にあった．
　酸化エチレンの突発的な高濃度は，他の自治体でも
報告例がある［７］．酸化エチレンは合成原料や医療
用滅菌の用途で，製造・使用されているとされ［８］，
PRTRデータ［９］によると，大竹市の事業所から平成
23年度～令和元年度の期間中に640～830kg/年の範囲で
安定的に大気排出がある．製品評価技術基盤機構が提供
するPRTRマップ［10］では，PRTR届出データの排出量，
PRTR届出外データの排出量，気象データ等から計算さ
れる大気中推定濃度（年間日平均値）の表示が可能であ
る．これによると，酸化エチレンは排出源を中心に分布
していることが想定される（図６）．事業所及び届出外
の排出状況，調査日の気象条件によって東広島市，大竹
市，広島市でスポット的な高濃度が発生したと考えられ
た．

から，一般環境局として，広島市安佐南区（安佐南区役
所），広島市西区（井口小学校），呉市（宮原小学校），
呉市（白岳小学校）及び福山市（南小学校）のものを引
用した．各市の位置は図５に示す．調査日が異なるため
単純比較はできないが，広島市内の２地点では，東広島
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図３　月別平均値の推移（酸化エチレン）
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図４　県内の他の測定地点における年平均値の推移（酸化エチレン）

図５　県内各市の位置
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大気中濃度の把握が必要と考えられる．

２　ベンゾ[a]ピレン
　各地点における大気中のベンゾ[a]ピレン濃度の年平
均値，最小値，最大値を表３に，年平均値の推移を図７
に示す．東広島局は全国平均値と比較して，やや高い水
準にあったが，近年は減少傾向にあり全国平均値を下回

（３）今後に向けて
　酸化エチレンはリスク評価［８］により，有害性評価
値が吸入経路の発がん性で0.092µg/m3と示されたこと
から，環境省で環境目標値の設定を検討し，モニタリン
グの推進が周知されたところである［11］．また，全国
的なトレンド調査でも発生源周辺では平成14年と比較し
て減少傾向にないことが報告されている［12］．今後も

図６　大気中の酸化エチレン推定濃度（平成27年度の日平均値）
（製品評価技術基盤機構が公開する「PRTRマップ」による）

表３　各地点におけるベンゾ[a]ピレン濃度
（ng/m3）

年度

東広島局
（一般環境）

大竹局
（一般環境）

三原局
（沿道）

全国平均値

全体
分類ごと

年平
均値

最小値 最大値
年平
均値

最小値 最大値
年平
均値

最小値 最大値
一般 
環境

発生源 沿道

Ｈ23 0.41 （ 0.070 ～ 1.2 ） － 0.59 （ 0.058 ～ 1.4 ） 0.23 0.20 0.32 0.24
Ｈ24 0.23 （ 0.051 ～ 0.69 ） － 0.32 （ 0.088 ～ 1.3 ） 0.21 0.18 0.32 0.21
Ｈ25 0.18 （ 0.020 ～ 0.47 ） － 0.20 （ 0.025 ～ 0.67 ） 0.23 0.18 0.36 0.22
Ｈ26 0.19 （ 0.020 ～ 0.83 ） － 0.30 （ 0.036 ～ 0.93 ） 0.18 0.17 0.23 0.19
Ｈ27 0.22 （ 0.0042 ～ 1.0 ） 0.14 （ 0.0063 ～ 0.50 ） 0.18 （ 0.024 ～ 0.42 ） 0.19 0.19 0.21 0.18
Ｈ28 0.22 （ 0.045 ～ 0.54 ） 0.099 （ 0.030 ～ 0.17 ） 0.27 （ 0.062 ～ 0.87 ） 0.18 0.17 0.30 0.18
Ｈ29 0.11 （ 0.0056 ～ 0.39 ） 0.038 （ 0.016 ～ 0.077 ） 0.079 （ 0.025 ～ 0.18 ） 0.15 0.14 0.26 0.14
Ｈ30 0.16 （ 0.0032 ～ 0.50 ） 0.10 （ 0.0065 ～ 0.30 ） 0.41 （ 0.030 ～ 1.1 ） 0.16 0.14 0.45 0.15
Ｒ１ 0.14 （ 0.0033 ～ 0.34 ） 0.079 （ 0.0092 ～ 0.21 ） 0.23 （ 0.010 ～ 0.71 ） 0.16 0.15 0.33 0.14
Ｒ２ 0.10 （ 0.017 ～ 0.36 ） 0.065 （ 0.017 ～ 0.15 ） 0.17 （ 0.021 ～ 0.73 ） － － － －

広島県立総合技術研究所保健環境センター研究報告，No. 29（2021）

24



あると考えられる．

ま　と　め

　広島県内の大気中の酸化エチレン濃度は，概ね全国平
均値と同程度か低い水準で推移しており，漸減傾向が見
られた．季節的には夏期に高く冬期に低い傾向が見られ
た．個別データを見るとスポット的に高濃度となる調査
日があり，大気への排出状況や気象条件を反映している
ものと考えられた．
　ベンゾ[a]ピレン濃度は調査期間中，徐々に減少傾向
にあり，近年は一般環境局で全国平均値を下回ることが
多かった．沿道局である三原局は一般環境局よりも高い
水準にあり，年度ごとの変動も大きい傾向にあった．

文　　　献

［１］�原田美穂子，大原真由美，日浦盛夫，山本康彦：
広島県における有害大気汚染物質に関する調査―

る年度が見られるようになった．三原局も平成23年度に
比べると徐々に減少傾向にあるが，東広島局に比べると
やや高い濃度であり，変動幅も大きく，沿道局であるこ
との影響が伺われた．平成27年度から調査を開始した大
竹局は，全国平均値を下回る低い水準で推移している．
　月別平均値を図８に示す．概ね三原局，東広島局，大
竹局の順に高濃度の傾向はあるが，明確な季節性は見ら
れなかった．
　ベンゾ[a]ピレンは主に燃焼によって非意図的に生成
され，固定発生源以外では自動車排ガスが主な排出源と
考えられている［13］．自動車の燃焼性能向上等により
大気中濃度も減少していると考えられ，全国的にも平成
10年度の0.61ng/m3から継続して減少傾向にある．その
ため大気環境由来のリスクは減少していると考えられ
る．また，近年は沿道局及び一般環境局の平均値の差が
小さくなってきている．この傾向と比較すると，三原局
のベンゾ[a]ピレン濃度は依然，一般環境局よりも高い
水準にあり，年度ごとの変動も大きかった．各局とも継
続的に監視する中で，三原局は特に注視していく必要が
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図７　年平均値の推移（ベンゾ[a]ピレン）
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